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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・2月にLASMI、転倒転落評価があるため、期日が近づいたら取り組むようにしてください。
・今後有給を取得したい場合は、ワークフロー提出に加えて、慶長JGMにも口頭で報告と相談をするようにしてください。
・現在、2階の電気ポッドが故障中の為、修理伝票を提出している。
・自身の担当利用者様のデータベースの情報を最新のものに更新して下さい。期限は12月中とします。
＜各種締め切り＞
・12/7（金）11月経過録作成、アップロードまで

・1/10（木）疾患別診療計画書（新担当）、週4回以上利用で医師の評価が6カ月されていない利用者様がいれば、医師の評価を忘れずに。
＜研修案内＞
〔内部研修〕
・12/7（金）看護内グループ研修　テーマ　「エンゼルケア・精神症状の急変時の対応」講師：内城JGM　
・12/10（月）看護グループ内研修　時間：11：00～　場所：病院2階会議室　※昼食可
テーマ「看護職員の負担軽減及び処遇改善に関する体制計画」

講師：上野JGM、小原JGM
　出欠予定を12/9までに入力してください。詳細はWIZの掲示板に記載されています。
・12/18（火）、19（水）　第7回　院内研修　テーマ「睡眠薬について」
　講師：梅村エミ薬剤師　場所：メンタル病棟3階会議室
〔外部研修〕

・12/9（日）9：30～16：00　臨床精神医学研究会
場所：コラッセふくしま　401会議室　参加費：3,500円　申込み締切：12/6（木）
・12/12（水）13：00～15：30　青森県若年性認知症自立支援ネットワーク研修
場所：青森観光物産アスパム5階　あすなろ
＜利用者様情報＞
デイケア
・上川原　豊様～昨日のデイケア欠席理由について、生活保護担当者が生活の様子を確認の為に自宅に訪問した為と話している。「それだけでもないような感じだった。」と言葉を濁し、具体的な内容に関しては話すことは無い。
・我満奈津紀様～引っ越しの手続きで忙しく、体調を崩していたと話している。本日は生理の為、腹痛があると話す為、無理のないようにプログラムへ参加するように助言している。また、引っ越し後は交通の便が悪く、乗り換えがある為、初めはやや早めに帰宅して時間や乗継を確認したいとの希望がある。
・鈴木　知子様～表情良く来所、シャワーの取り付けについて個人のガス会社へ問い合わせたが、市営住宅の為規模の大手ガス会社で契約した方が良いと説明を受け、姉様にも相談したが支払っていけるかを聞かれ結論が出ず、結論を保留しているとのこと。市営住宅は坂道が多い為、膝のことや利便性を考えて、アパートへの引っ越しを提案するが、手続きが面倒であること、引っ越し費用がかかることや家賃の支払いが大変ではないかと話している。現在の市営住宅の契約者は母様であり、家賃も安価であり、引っ越しを考えるには難しいとのこと。また、以前就労の話があったが、進んでおらず見学はするつもりだが、利用に関して迷っている様子がある。

デイナイトケア
・稲垣　ふき様～青風荘から情報提供があり、昨日いとう整形外科スポーツクリニックを受診し、右膝部のブロック注射・レントゲン検査・血液検査を施行している。次回診察日は60日後だが、以前湿布の使用が頻回であったことから63枚処方され、湿布は1日1枚帰荘後に使用予定。デイナイトケア利用時に疼痛の訴えがあった際は経皮鎮痛消炎剤を使用し、湿布の要求があった際は青風荘と相談し対応することとした。普段から頭痛を訴えることがあったが、本日のデイナイトケアでは血圧測定や静養室での休養を希望し、血圧129/57mmHg、脈拍62回/分。20分休養後にプログラムへ参加している。
・倉橋　生子様～青風荘から情報提供があり、昨日の就床前薬服用時に普段より10分遅れスタッフのもとに来たが、「遅れてごめんなさい」と話している。減薬による不調の訴えや他者を睨む行為はなく、落ち着いて過ごしていたとのこと。本日のデイナイトケアでは多弁な様子は窺えないが、特定のデイナイトケア以外のスタッフを呼ぼうとすることや、特定のデイナイトケアスタッフに話し掛ける等、人を選んで声掛けしている様子が窺える。
・板橋　利美様～青風荘から情報提供があり、昨日の夕食で山田隆雄様が主菜に調味料をかけないでほしいとスタッフに話していたのを聞き、「おらも調味料かけないで」と話したが既に調味料がかかっている状態であることを伝えると、「じゃあいいや…」と素っ気ない態度をとっていたという。昨日の昼食時に「明日からご飯食べない」と話しており、その後目標体重に関し63kgから65㎏に上げ無理なく減量してみることを提案している。本日の朝食は全量摂取、昼食も全量摂取出来ている。引き続き食事の摂取状況等を観察していく。
・山田　隆雄様～青風荘から情報提供があり、本人の希望により昨日の夕食で主菜に調味料をかけない状態で提供したが手を付けず、主食と汁のみ全量摂取。その後本日の夕食について上記と同様執拗に訴えていたとのこと。本日のデイナイトケアでは、食事内容に関しては普段と変わらず、副食の残食が目立っている。
・倉石ヨシエ様～昨日、履物について、サイズが合っていないことと、ゴムが緩くなっているため、脱げやすく危険なことを青風荘へ情報提供。その後、青風荘より、新品を交流するまでの代用品として、本人が履かずに持っていた靴を持って来てもらっており、自身での着脱が難しい為スタッフの介助することとしていた。本日、青風荘から情報提供があり、昨日帰荘後に「神様がおらさ寝るなって言う」と話していたという。右足親指に両側面に内出血が認められたが、疼痛はなく歩行状況は普段と変わりない。本日のデイナイトケアでは、普段通りプログラムに参加している。睡眠状況について確認すると、「いっぱい寝だ」と笑顔で話している。
・鈴木真知子様～青風荘から情報提供がある。本日当館来所時に帰宅要求があり、次姉との面談内容について振り返るが再度帰宅要求がある。吉田富秋様に“ほら、いくぞ”と腕を引っ張られながら来所。本日のデイナイトケアでは、途中退席が多く、昼食後に階段扉横の窓に近づき外を見ていることがある。外を見ていたことに関しては、雪を見ていた可能性も考えられるが、無断外出しようとしていた可能性もある為、所在確認を徹底していく。
・田中　一　様～本日、モニタリングの予定。
ナイトケア
・関　秀治　様～昨日、普段よりも時間をかけて夕食を摂取しており、＜担当スタッフに食べ方について何か言われたのですか？＞と尋ねると、「ゆっくり食べるようにと言われて」と話している。体重が増加傾向にあったため、その対策の一環であるという。最近は間食の購入量も減っているとのことで、指導を取り入れて実行していることを評価している。
・下妻　康貴様～昨日、デイナイトケアのメンバーとグループホームの入居者の話や今後の生活についての話をしている。その際に“彼女作ればいいじゃん”と言われると、「相手がいないよ～」と話している。暫くすると、昔深い付き合いをした女性がいて、発病を理由に別れたとのことで、恋愛に対して臆病な自分がいると言葉にしている。
＜12/4の倉石ヨシエ様転倒の振り返り＞

【経過】
9:48：佐々木は窓側のテーブル席に座り、三國はスタッフオフィスでパソコン業務をしている。本人はテレビ前のテーブル席に座っている。朝のミーティングの時間になるため、佐々木が利用者様に作業指導室への移動の呼び掛けを行う。その後、佐々木は、テーブルに置いてある備品を一旦スタッフオフィスに片付けるために入る。ミーティングに向かう際にはいつも本人に声を掛けて一緒に移動しているため、本日はその前に１人で移動を始めていたことにスタッフが気がつかなかった。また、一旦パソコン業務を止め、利用者様の見守りに入ることを行っていなかった。本人の声が聞こえたためスタッフ2名が目を向けると、本人は食器棚の前でバランスを崩し、床に座り込んでいる。床に座った状態で右足のズックが脱げている。スタッフ2名が駆け寄り本人へ状況を確認すると、右の足先がつまずいたと話している。疼痛の有無を確認すると、右足親指の疼痛があると話している。他も確認するが疼痛の訴えはない。
9:50：立ち上がる際に、スタッフが介助している。その後は自力歩行で作業指導室に移動し、ミーティングに参加する。


10:05：看護師が身体状態を確認する。転倒時と同様に右足親指の疼痛を訴え、他も確認するが疼痛の訴えはない。
【発生時に考えられる事故に至った原因】

以前、転倒し骨折した経緯があり、その後から杖を使用し移動時はスタッフの見守りが必要な利用者様であった。殆ど座って過ごしており、プログラム時は声を掛けてからスタッフと一緒に移動するため、座っていると思い込んで、見守りが不十分であった。履物のバレーシューズのゴムがゆるく伸びて脱げやすく転倒のリスクが高かった。
【今後の対応について】
・履物に関しては、青風荘に協力してもらい、新しい靴を購入して頂き転倒のリスクを減らす。
・日中の活動性が少なく、日によっては歩行の頻度が少ないこともあるが、自主的にプログラムやトイレの移動の際に歩行している。転倒の危険性があるため、移動時はスタッフが付き添うことが必要であると都度伝えていく。
・症状の変化により、無断で階段を降りようとすることが過去にあった為、青風荘との情報共有を徹底し、症状変化の有無の確認も徹底する。
＜事例検討会＞
カンファレンスシート（鈴木　碧様）

実施日：H30年12月6日（木）13：30～14：00

検討内容　目標・計画の検討

	氏名
	鈴木　碧様
	性別
	女
	年齢
	20
	生年月日
	H10.10.6 

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	就労に必要な能力を獲得し、就労を目指していく。

対人スキルの向上を図る。

	本人希望
	仕事を目指していきたい。体力をつけていきたい。

	入院歴
	0回　最終入院

	通所歴
	青陽館利用　1回目

H30年11月21日～現在　　（週1回/水曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：祖母、母と同居
	家族構成：祖母、母

	利用制度
	自立支援医療費制度の手続きを勧めている。


利用までの経緯

幼少期に両親が離婚し、母の実家である八戸市へ転居する。小学校時より友人付き合いが上手く出来ない事があった。高校2年生頃より、人目が気になる、悪く思われたらどうし　ようという気持ちが強くなり外出や登校に支障をきたすようになっている。理由は不明だが仲の友人でも緊張しまう為、　H30年4月16日あおぞらクリニック初診。通院継続しており、当院デイケアを紹介され、母様から問い合わせがあり、見学実施。緊張感が強い様子であったが、体験利用を重ねる事で他利用者様と交流が持てている。

【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに参加しながら就労への準備を進めていく。
	①自身の病状が管理でき、自身の能力に合った就労内容を把握する。
	①自身の病状の変化に気付き、対処方法を学び、その上で就労に向けた能力の向上を図る。
	安定した仕事を行えるように自身の能力を把握する。スタッフはプログラム参加状況を確認し、就労に向けた準備を話し合いながら行っていく。

	
	②対人面

のスキルア

ップを図る。


	②様々な利用者と交流を持ち、苦手意識の改善やルールやマナーを習得する。


	来所時は、他利用者と交流を持ち、苦手意識の改善を図る。スタッフは他者交流状況を確認し、考え方や行動が他者へ流されないように、行動の振り返りとやるべき事は何かを助言していく。



	
	③デイケアでの活動を通じ、体力を向上する


	③エアロビクスなどの運動療法に参加し、体力の向上、気分転換を図る。
	エアロビクスなどの運動療法に自分から参加し、体力の向上を図る。スタッフは参加状況を確認し、必要に応じて本人に適した運動を提供する。


【検討内容】

	現状
	今後の対応

	・他利用者と表情良く会話したり、プログラムに意欲的に取り組んでいる。対人人面のスキルアップと就労に向けてデイケアの利用希望があり、デイケア利用開始となる。

· 現在の病状や生活面、今後の目標については病状に波があり、被害的になる事や耳の不快感があると言う。通信制の高校は順調で単位は取れそうだが、自主的に取り組むのが苦手と話している。
· 午前中は緊張感が強く、家から出れない事もあり13時からの利用となっている。
	・病感はあるが、具体的な症状はわからず、他利用者との会話で飲酒をしていると話しており、薬剤との関連について説明している。

・徐々に利用時間が長くなるように緊張感やストレスに対して対処が出来るように話し合う。

	· 一般就労はすぐには無理と感じているとの事で就労継続支援B型・A型事業所を勧めるが、知人からコンビニでのアルバイトの話しがあり、不安感がある様子。日中で考えているが「最初からできるかな。」と話している。その後、就労継続支援A型事業を検討しているとの事で主治医へ相談するように助言している。


	仕事の話があるが、体調不良で休めない事も考え、A型事業所での就労希望がある為、主労支援意向など適宜助言していく。

	・特定の数名の利用者とはプログラムの合間に笑顔で会話している事が多い。しかし、他利用者の行動に流されやすく、プログラム中に携帯でやりとりをしている為、声掛けを要している。声掛けには素直に応じてプログラムへ取り組んでいる。
	作業能力は、高いわけではないが、意欲はあるため評価しながら本人に合う就労に繋がるような作業療法を検討していく。

	・小学校時代から部活でスポーツに取り組んでおり、身体を動かすは好きであり、エアロビに意欲的に取り組んでいる。


	・参加状況は良好であり、今後も評価していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに参加しながら就労への準備を進めていく
	①自身の病状が管理でき、自身の能力に合った就労内容を把握する。
	①自身の病状の変化に気付き、対処方法を学び、その上で就労に向けた能力の向上を図る。
	安定した仕事を行えるように、自身の病状変化について話す事ができ、自身の能力を把握する。スタッフはプログラム参加状況を確認し、就労に向けた準備を話し合いながら行っていく

	
	②対人面でのスキルアップを図る
	②様々な利用者と交流を持ち、苦手意識の改善やルールやマナーを習得する
	来所時は、他利用者と交流を持ち、苦手意識の改善を図る。スタッフは他者交流状況を確認し、考え方や行動が他者へ流されないように、行動の振り返りとやるべき事は何かを助言していく。

	
	③デイケアでの活動を通じ、体力を向上する。
	③エアロビクスなどの運動療法に参加し、体力の向上、気分転換を図る
	エアロビクスなどの運動療法に自分から参加し、体力の向上を図る。スタッフは参加状況を確認し、必要に応じて本人に適した運動を提供する。


